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琴座流星群について
紀　伊　　小門摩二郎
　流星の記事は度々天界に出されて居り，特に昨年の十月號には山本博士
の手によって詳しく記載されたので，會員方は流星についての諸現象を充
分御了解の事ε存じます．申すまでもなく流星は一般に流星群を形づくり，
我々の眼に映する場合は輻射鮎（Radiant　Point）ε稔せられる天室上の一鮎
から四方に放射するものN如く現はれます．且毎年大約一定した時期に同
じ性質の流星が出現する事より，流星群は太陽系中の一團艦こして略々定
つた軌道を辿って居り，偶々地球軌道ε相交叉する貼に於て地球の大黛内
に突入して現はるXものである事を察し得られます。而して輻射鮎が何れ
の星室にあるかによって，特に著しいものは何々座流星群こ呼びます．
ペルセウス座流星群，オリオン座流星群，獅子座流星群等は帥ちこの謂で
あります．こSに述べんSする琴座流星群も同じ理由の下に呼ばれてみる
ので，琴座に輻射黙を有し晶晶四月十：日頃かち二十日愚ぎまで出現するも
のであります．
　（1）琴座流星群の軌蓮と1861年際物彗星の軌道との義義
　ペルセウス座流星群の軌道が1862年第三彗星の軌道に一一致してみるこ
104 碁座流星群について　（小旗）
霊の夢見は1866年Sch玉aparelliによってなされ，次いで翌1867年に
はAdamsに依って獅子座流星群の軌道が1966年第一彗星のそれに同一
であるこざが看破されました．斯の如き潔癖は，いたく天文聖者の興味を
そNり，急に流星が実文藁筆に注意せられる襟になりました．
　これが爲，1867年2月Viennaの群群Edmond　Weissは若干の彗星一
一特に楕圓軌道のもの一一一一一一ig　meび，地球が其の彗星軌道の最も近くを通過
する日付を算出しやうεしました．かくて1861年第一彗星が降交鮎（Des－
cending　node）に於て，4月20日にはe　O．002天文軍位以内に近づき，
叉ピーラー彗星（Biela　Comet）が同じく降交鮎に覧て，11月28日頃O．018
天文輩位以内に近づくこεを推定しましナこ．又一方Weissは當時己に登
刊されてるた多くの流星の記事の中から大約4月20日頃出現する琴座流
星群ε十一月宋若しくは十二月始に出現するアンドロメダ流星群Sを公表
しました，この意味に於てWeissは彗星ミ流星群ミの關係についてこつ
の襲弊をしt：　S云へませう．
　これより六年前1891年C．F．　Papeは1861年第一・・一一彗星の軌道を計算
し，5月12日それが地球軌道へ0．0012天文軍位以内に近づく事を護表
しまし7Cが，此結果εして出現を豫期される流星については何も登表して
潤ません．同じ年にOppolzerも此彗星の決定的な軌道要素を計算し，黄
牛30。の慮に調て0．0022天文軍国の距離を與へてるます．これを地球の
位置から考へる書略4月20日頃に相饗します．
　軌道要素の方から琴座流星群ε1861年第一彗星ごの連結を確定したの
はBreslouの　1．　G．　Galleであります．彼は此目的の爲に琴座流星群が
楕圓軌道をもつものミ假定し，軌道牟長軸Sして上述彗星そのまSのもの
を操評しましナこ．Galleの決定しナこ要素はag一一表のeg．　一“行のものでありま
す．第二行は彗星の軌道要素で，終の三行はWashingtonに干てS．∫．　CQr・■
riganの計算しね軌道要素で，樋物線軌道を假定したものであります．幅
射鮎は表に示す如く18日，19日，20日の三個の日付で決定されてるうも
のであります．
　因にGalle　O）用ひた輻射粘はA．　S，　Herschelの定めたものを引用し，
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Corriganの用ひた輻射馳はW．　F．　Denningの各々6個，10個，14個の結
果から定めた甚だ正確なものであります．
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　（2）琴座流星雨出現の歴史
　GalleはNewton（米國の天文學者）の論文中から琴座流星群に屡しそうな
古記の大流星雨について研究をしました．こXに實際の日付ε，春分鮎移
動の爲1850年の位置に誘導しt位置εを並べて表示して見るミ，
　　　　　　　　　　　　第　　二　　表
西紀前687年3月16日
〃　　　15年3月25日
西紀582年3月31日
???????ユ093　年　3　月　9。6　日
1094年4月10日
1095　年　4　月　9．6日
1122　年　4　月　10。6日
1123　年　4　月　11　H
1803　年　4　月　19・61≡1
1096年4月10日m
西紀180”o年で匡4月19．9日i：1：目當す
西紀1850年で1！4月19・6日に相諭す
????????4月18．i日
???????20．7
20S
20，2
21，3
20．2
20．4
19．9
????????
Biot
17
Chasles
17
11
Herrick
ll
Xl
Chasles
Herrick
　上表のものε比較すれば，
あります．
日付が不確ではあるが，次の流星雨の記事が
第　　三 表
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　これらの表によって，琴座流星群の出現史ε云ふものは2500年前まで
遡る事が可能であります．
　Newtonは此外4月中にあっt流星雨の補表を與へました．
　　　　　　　　　　　　第　　四　　表
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　第二表の十個の日附が甚だよく一致してみるので，第四表の流星雨を琴
座群ミして許容するこミは，軌道の傾斜が70度以上ごいふ値から無理の
様であります．
　（3）西紀前に現れた琴座流星雨
　琴座流星雨の記事にはLeonidsや：Bie】idsの如く著しいものは認められ
ないが，可成知られてゐます．西紀前のものミしては第二表に書出して置
いた西紀前687年のものミ同15年εの二つのものは確に琴座流星雨であ
りませう．前者の記録は支那年代記（Chinese　annals）より得tものである
が，Biotの手によって次の意味の様な事が書かれてあります．
　「夜察は晴れてみたが，一夜中恒星は現はれなかった．夜孚に至って星は
雨の如くに落ちて來ナこ．」
後者の記事もBoitのものであるが，これには
「夜傘後，星が雨の如くに落ちた，此等は10。から20。位の長さで，引綾
いて幾度も繰返されナこ。地上に達する前皆濡滅しナこ」ミ．
　（4）西紀1805年に起つk琴座流星雨
　この現象は合衆國東部のNQrth　Carolinaから，　New　Hampseireにかけ
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てよく見られた，次の記事は1803年4月23日のRichmondのVirginia
Gazzette中に最初載せられtもので，1836年E．　C．　Herriclcの嚢刊しtこも
のであります，
　「流星！この電火的現象は水曜日の朝，Richmond及び其近傍で観測さ
れた。それを見た何入をも驚骸させたものである．朝の一時から三時迄，
火の箭の雨が落ちてくる如く，天の寛厳から流星が落下する様に思はれf；．
これ等流星の或るものは火の尾（train）を件ひ，かなりの距離まで塞を照
らした．特に，天頂から落ちて障る様に見えたもの．N中に，見かけの形が
】8吋の直径ある磁位で撒秒の間全天を輝かした．下略1
　叉一人の観測者は次の如く云ってゐます．
　「約玉5分間にユ67個組流星を敷へkが，流星の全部を捕へる事は出頭な
かった．この現象は朝の・一・■時から三時まで縫績しナこ」ミ，
　（5）輻射＄と最近ま皆の出現献態
　輻射鮎についてEC．　Herhckはその位置を赤経＝273◎，赤緯謂十45c
（1839年4月！8日）ミ決定しました．同じ年に他のアメリカの観測者も同
じ位置を輻射鮎ε定めましナこ．1835年Aragoは最初に，流星が屡出現す
るのは4月22日のものにあらざるかについて考究した。Benzenbergは
1838年及1839年に観測しtCが結果は甚だ貧錫なものであっナこ．　Herrickは
1838年及1839年に小前ではあつナニが琴座流星群の存在を確めました，そ
れ以後1922年までの藪十年聞，一一時間に僅か藪個の割合にしか見られす，
流星群ミしてはまこ書にあはれなものであったが，衙忍耐張き観測者は常
に強盛鮎を得・て居りましナこ，1922年4月21日の夕方可成著しい極大が東
部ヨーロッパで見られました．一人の観測者によって一分間に一個以上の
琴座群が撒へられました．而して流星の大部分のものは光度の大なもので
ありました．
1861年第一彗星の週期は．415年でああるが，琴座流星群の出現に斯様な週
期があるや否やは，紹鉗的には知られてゐません，我々がその出現を豫期
し得べき1446年や1031年等に流星雨について何等の記事もなかった事
は明白であります．斯檬に流星雨の出現週期を知るに由ないので回蹄の豫
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期なさは全く不可能の事であります，
　（6）　：H：offmeisterの研究一彗星と琴座流星群との旧劇に投ぜられた疑黙
　1914年Hoffmeisterは最近の観測に基づく琴座流星群に關する論文を嚢
表しましtc．速度の研究について新しい虚置方法を探差しました．それに
依れば，若し観測結果を正確なるものSすれば，流星は著るしい双曲線速
度で太陽を丁丁してみるミの断定に導かれます．然しこれには或系統的誤
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差の存在する爲，彼自身この結論に誤謬あるこ書を感じてゐます．
　若し最近の探究がこれ等流星の双曲線速度なる事を確定するに到らば，
前述の彗星軌道ミ連絡した四つの古典的一致の一つは疑問Sして保留せね
ばならぬ事をつけ加へる必要があります．然し！　これが決定的な判断は
將來の研究にまナニねばなりますまい．（1928．L16）
　　　　　　　日本にあるレブソルド製の天文器械
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　第19世紀からAl　20世紀へかけて猫逸Hamburgで活躍した有名な天文器
械製遣者Repso］d家は1919年にJohann　Adolf　Repso】dごOskar　Philip
Repso！dミニ人の兄弟が死んで此の有名な工場は閉ぢられた．前後120年
間に多くの天文器が此所で作られ弛が，其の中で我が國に渡嚇したものは
上の通りである，（Vierteljahrs　schrift　d．　A．　G．第62巻より）
書　　　今春の定期総會
　從來絡會はいつも關西の地で開かれましナこ．然るに御承知の如く本會は
關東方面にも多撒の回心な三三を持って居ます．で今春の大會（四月初旬）
は東京で開いてはS一うかミ云ふ様な話を耳にいtしました，若し大方の御
賛同を得れば本會に於ても勿論異論はt“ざいません，至急二等諸氏の御意
見を伺ひfeいS思ひます。其の上で詳細は四月號に御報告申上けます．
